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学生が自信を持って学ぶようになる。 ‥‥ ‥ ‥ ‥
効率的な（生産性が高い）教育が実現する。
効果的な て水準が高い）教育が可能となる。 ト ＼
し
外部からの評価が高まるふ し
教員の負担が激減する。 レ ‥ ∧ し ご
以上の内容を理解してもらうためには、問題の背景などを押さえる必要もあり、少々回りくどい
説明が必要となる。とりわけ、章建ての1 と2 との部分がその説明となる。新しい教授法と教育シ





















2) 体系的でない カリキュラム ＝
数年後に、カリキュラムの改善を担当する学部内の委員 として、カリキ ュラムの改定作業に携わ
り、大学教育の大きな問題点を知った。経営学部のカリキュラムは大きく2 つに分けられていた。




「各論」→ 「応用研究（卒業論文）」といった具合に、勉学内容が高度化するよう に 体系的な カ リ
キ ュラムが作られている。それに反して、英語科目では、各科目間の関係、英語科 目と他の外国語
科目との関係、語学科目と専門科目との関係、など教育の体系が確立されているとは言い難い状況
であった。カ リキュラムが体系的でないために、語学の教員は個 々の教員 の担当科目の範囲の中で
体系的な教育を試みるざるをえない／個 々の教員の努力だけでは、効率的および効果的な教育の実
現は難しいだろ う。 犬 ‥ 尚
カリキュラム改定案では、学部の学生に必要な英語の学力は学部の専門科目で身に付けさせざる
を得ないとして、1 年次から4 年次まで、いくつかの英語関連の科 目を設置す る方向で検討された。
それが実現するのは平成8 年度であった。そして、その科目の1 つを 最初 に担当 した のが論者 で
あ った。し ＼ ニ
3）フ ィンランドの中学生は通訳もできる ・ 犬 犬
平成7 年度に、論者は交換研究でヨーロッパに1 年間滞在した。高度な英語教育が実現されてい
たのはフィンランドであった。フィンランド第2 の都市であるタンペレから20キロほど離れたカソ





























































































第2 の理由ぱconten トbasedteaching" という言葉に見。られるように、“teaching" がキーワー
ドとなっていることである。コツ テソトを重視している妻言って いるにもかかわらず、教育スタツ
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な英語技能ごとの教育と、各種の英語技能を身につけるための教育技法ごとの教育を、1 つのカリ
キ ュラ ムにまとめ上げた。たとえば、「興味別 ダラス」、「外国人ゲスト」、「TOEFL ／TOEIC
の実施」、「スピーチ」、「英字新聞の読 み方」√レビジネスレターの書き方］、等 々である。「興味別 ク
ラス」の内容は、「異文化理解」、「環境・食糧問題」、「ライティングコース」、「オーラル・コミュニ
ケーション訓練コース」、「ビデオ教材に よる総合英語 クラス」、下速読 クラス」、「会話中心クラス」、
等である。
ニこうした教育により得られる効果に関しては、学生に対するアンケート調査で調べてい る。調査








英語教員 がこれだけ時間を かけ て努力した結果、大学教育で得られた客観的に明らかな成果は残
念ながら同書では明示 されていない丿 ここでい う客観的な成果指標は、だれが見ても評価できる作
品、学外の統一的な試験での成績、学生が作成した作品に対する外部からの評価、各種のコンテス
トでの評価、父母の大学教育に対 する感想、履修した学生の就職状況、等があ るだろ う。
この大学においても、英語教育の抜本的な改革は困難と考えられる。その理由はいくつかある。
第1 に、全体的に英語の技能を中心とした教育であ り、 コンテント以上に英語 自体を教え込もうと
している。中学 と高校の英語教育で十分な成果が得られていない実態が明らかであるにもかかわら
ず、中学と高校 の英語教育の延長 とな んてい る。英語を専攻する学生以外の大 部分の学生の英語に
対 するニャズを満たす教育とはたっていないと考えられる。大学での英語教育の目的はレ 英語自体
の教育もあるかししれないが、生涯学習の第1 段階として、個 ‥々の学生の学習（大袈裟に言う と、
ラ イフワーク）に英語を役立てる方法の教授ではないだろ うか。 ニ 〉
ダ第2 に、学生に対して英語学習の必要性が示せていない。言い換えると、英 語学習の動機付け が
全くできていない。 テーマ別総合クラス では、この問題を解決しようとしてい るが、はなはだ不十
分であると言わざるを得ないレ 学 生毎に異な っている関心に対応した教育が不 可欠であるにもかか
わらず、「異文化理解」と「環境・食糧問題」の2 つのテーマだけに絞 り込 まれてい る1 つのクラ
スの学生には伺じ内容を学ばせ ようとする旧来の教育のあ りかたから脱却できていない。
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3 ） 外 国 で 活 躍 す る 日 本 人 か ち の 提 言
ビ ジ ネ ス の 領 域 に し ろ ア カ デ ミ ズ ム の 領 域 に し ろ 、 外 国 で 主 導 的 な 地 位 を 作 り 上 げ た 人 は 、 日 本
の 英 語 教 育 に 対 し て 痛 烈 な 批 判 を す る 場 合 が 多 い の は 周 知 の 事 実 で あ ろ う 。丿 た と え ば 、 マ ー ク ス 寿
子H ）の 『 爆 弾 的 英 語 教 育 改 革 論 』15)は ジ ャ ー ナ リ ス テ ィ ッ ク な 表 題 で は あ る が 、 イ ギ リ ス で の ビ ジ ネ
ス 生 活 に 加 え て 、 大 学 で 教 鞭 を 取 っ て い る 著 者 の 長 い 経 験 に 基 づ い た 英 語 教 育 法 を 提 案 し て い る 。
同 書 で は 、 幼 児 か ら 大 学 ま で の 英 語 教 育 に 対 す る 批 判 が 記 述 さ れ て い る 。 た と え ば 、「中 学 校 で 三 年
間 英 語 を 習 っ て 、 日 常 会 話 が で き な い と し た ら 、 ど こ か が お か し い の だ 」16)
大 学 の 英 語 学 科 以 外 の 学 科 で の 英 語 教 育 で 著 者 が 主 張 七 て い る の は 、［ 専 門 科 目 の 一 部 を 英 語 で
学 ば せ る ］ 方 式 で あ る17)。 具 体 的 に は 、 英 語 の 本 を ど ん ど ん 読 ま せ る 、 専 門 科 目 を 英 語 で や る 、 英 語
で 世 界 の 動 向 を 把 握 さ せ る 、 必 要 な の は 会 話 で な く 英 語 で 議 論 で き る 能 力 で あ る 、 と 、 主 張 七 て い
る 。
日 本 国 内 で の 英 語 教 育 に 対 す る 提 言 に 加 え て 、「英 語 の 学 力 を 高 め る た め に は 、 英 語 が 必 要 と な
る 環 境 に 居 る 丁 の 重 要 性 を 唱 え て い るレ 英 語 が 必 要 で な い と こ ろ で 英 語 を 勉 強 さ せ て も 、 勉 強 の 動
機 付 け が 無 い の で あ る か ら 、 学 力 の 向 土 は 困 難 で あ る と 強 調 し て い る 。しこ の 問 題 を 解 決 す る た め に2
つ の 方 法 を 示 し て い るレ 第1 の 方 法 は 、 先 に 述 べ た 「専 門 科 目 の 一 部 を 英 語 で 学 ば せ る 」 方 法 で
あ る 。 第2 の 方 法 は 、 実 際 に 海 外 で 生 活 を 営 み な が ら 英 語 を 上 達 さ せ る 方 法- ごあ る レ
論 者 も こ れ ら の2 つ の 方 法 に は 賛 成 で あ る 。 第1 の 方 法 に 関 し て は 、 基 礎 知 識 も 無 い の に ど う し
て 英 語 で 教 育 が で き る か と 言 う疑 問 が 出 さ れ よ う 。 こ う し た 否 定 的 な 疑 問 こ そ が 大 学 教 育 の レ ベ ル
を 低 下 さ せ て き た 発 想 だ と 思 わ れ る 。1 年 生 の 教 育 で は 経 営 学 の 知 識 が 無 い 状 態 を 前 提 と し て 経 営
に 関 す る 簡 単 な 資 料 を 読 ま せ れ ば 良 い だ ろ う 。2 年 生 で は=レ1 年 で 習 得 し た 経 営 学 の 専 門 知 識 が 生
か せ る よ う な 文 献 を 読 ま せ れ ば 良 い 。 こ の よ う に 前 年 度 の 勉 学 と 関 係 づ け な が ら4 年 間 で 一 定 の 水
準 ま で 育 七 上 げ れ ば 良 いこの で あ る ／ 第2 の 海 外 モ の 生 活 にノ関 し て も 、 フ タ ソ ス の グ ラ ソ ゼ コ ー ル
（lECS ） の 全 員1 年 間 留 学 の 制 度18)を 論 者 は 紹 介 し 七 い る の で 参 考 と さ れ た い 。 日 本 の 大 学 で
多 く の 学 生 を1 年 間 を 海 外 で 過 ご さ す ケ ー ス と し て は 東 京 国 際 大 学 の ウ ィ ラ メ ッ ト 大 学 へ の 集 団 留
学 が 挙 げ ら れ る 。 国 際 化 が 進 む 日 本 の ビ ジ ネ ス の 中 で 、 こ う し た ノ ウ ハ ウ の 提 示 ぱ 大 き な 改 善 に つ
．t 。 ・ ・II
な が る と 思 わ れ る 。
4）英語教育学者の1 つの見解 ‥ 十 、
青山学院女子短期大学の高島敦子氏は『これでよいのか、英語教育だ の「まえがき」で、次のよ
うに記述している。



















































































































































人ですむ。余った9 人の教員はハイレペルな11人ずつの小人数教育を9 クラスつくり、全体の2 割
程度の99人の学生に高度な教育が提供できよう。こうした方式の実現のために、ハイテク34)を活用
した新しい英語教育のシステムを描く必要がある。





















































































4 英 語技能を向上させるための新しい 教育
（1）講義の概要







































「anneofgreengable 」についての検索および翻訳 依田 麻友子www















英語では幾つかの「ア」に近い発音がある。「a 」、「as、「Λ」、丁9 ］などがあるが、学生は これ
らを正確に区別して発音できていなかった。このために、学術通信実験室で使用したスピ ーチ・ト
レーナを学生に使わせた。catとcut との正しい発音 の場所と学生の発音の場所 とがパソコンのグラ
フィック画面に表示される。楽しみながら自分の発音の間違えを理解しただけ でも大きな教育効果
であ った。 スピ ーチ・トレーナーの使用に より、教員は発音 の仕方を全 く指導しないにもかかわら
ず学生の発音は相当程度改善 されたと感じてい る41）。 この訓練は本科目の主要な目的でない た めに

















































・ この1 年間の勉学の成果を1 冊の本にまとめ上げ、製本させた。これが卒業論文と言えば、
大部分の人は信じると思う程のでき栄えである。








































































ようにすべきだろう。経営学部ではすでに、「ビジネス・コミュニケーションI ～y ト と「外国商学
書（又は経営学書）購読（英I ～I) 」を設けている。
6 ） 教員が学生の成績を 見れるようにする ／
教員が学生の成績データが見れないのは東洋大学だけかもしれない。教員は自分 の科目を履修し
た学生の成績は把握している。しかし、教員が担当している科目の成績デ ¬タだげ ではその教員の
教育の内容や方法を改善するためのデ ータにはな り得ない。たとえば、受講者の90 ％がA であった
としても、その科 目の履修により受 講生の能力か向上した証拠とはならないだろ 呪
履修前の成 績に関する必要なデータは3 つある。第1 は受講生の入試成績、第2 は事前に履修を
希望されている科 目（プレ リタイジット）を履修してい るか否か、第3 は既に履修した科目の成績、
であるノ履修後 の成績に関する必要なデータは3 つある。第1 は当該担当科 目の成績とその他の科
目の成 績との相関48）、第2 ぱ就職状況との相関、そして、第3 は就職後 の仕事の状況との相関、等で
あろ う。 ・一
経営学では、PLAN-DO-SEE という考えがある。PLAN では教員が教えたい内容を計画するだ
けでなく、学 生のニーズな り学生の学力に対応した教育計画の作成が必要である。そ のための事前
データが入手できない。DO に関する成績デ ータぱ持っている。しかし、SEE では講義で提供 さ れ
た情報が学生の血となり肉となっているか否かを客観的に評価するが、そのための 事後データが入
手できない。PLAN-DO-SEE の3 つの機能のうち2 つを実行するためのデ ータが欠けてい るわけ




















































） 「多言語の世界を開くINo.1-27 、『産経新聞』、1995 年9 月9 日－10 月18 日．T
この人と」①－④『毎日新聞夕 刊』1995年7 月17 日-20 日。
「多言語に挑戦」1 －2 、『読売新聞夕刊』1993 年8 月20 日-23 日。
「春秋」『日経新聞』1986年5 月6 日、9 月21 日、1988年3 月15 日、1989年1 月28 日、1990年6 月20 日、11

















）ニューメデ'f アセンター木曽の「英単語に強 くなる基礎」、「英検3 球レベルの基礎」、「英検2 級レベルの
基礎」、［英検準1 級レベルの基礎］、「英検1 級レベルの基礎」などのソフトを使用した。29
）松下通信工業の「スピーチ・トレーナー」を使った。使用するパソコンがMSX であったために一般には
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普及しなかった。30
）この機器がどの程度の能力を持っているかを、ネイティブ の教員に調べてもらった。すると、ネイティブ
教員 の発音も正しい発音でないとされる場合もあった。しかし、2 －3 回試みると、合格する。この機械
が開発された頃はマルチメディアの出始めであったため、機器の精度はそれほど高くはなかったようだが、
教材としては十分に使えたと思う。 し31
）DecisionWareCorporation のRIGHTWRITER （Ver.2.0 ）を使用した。このソフトの信頼性を確認するため
に、米国人が書いた世界的に使われているマーケティングの教科書の1 パラグラフをチェックしてみた。
その結果、「難しい単語」、ス セソテソスが長すぎる］とか［受動形ではなく能動形のほうが良い］といった
ト コメントが結構出て くる。したがって、 コメントをすべて消すように修正するのではなく、あくまでも参
考とするような使い方が良い ように思われた。32
）本項は、10 年も前の昭和63年度の経営学部教学第1 委員会（カV キュラム担当）で検討された資料をベー









































）MicroSoftWORD （日本語版卜 とALKISOFTWARECORPORATION の“ProofingTools" を使用し
た。1 年間のフランス滞在で困った問題の1 つがフランス語ワープロが使えなかったことである。それま
では日本で開発された日本語ワープロを長年使ってきており、フランス語版のWORD に乗り換えれな
かった。日本に帰国して日本語版のWORD に乗り換えてすでに半年は経っているが、いまだに使いこなせ
ない。最初から実質的には世界標準となっているWORD を使っていれば、フランス語版のWORD も簡単
に使えたかもしれない。45
）田中、前掲書、pp.95-96.
お茶の水大学、神奈川大学などでは、英検などの認定試験の成績により、単位を認めている。極端な
ヶ－スを考えると、英語を母国語としている留学生に英語科目を履修させるのは正しい教育だろうか。情
報処理実習のような技能習得が大きな部分を占める科目でも同じ理屈が言えるだろう。どうしても1 年間
の講義への出席を必要とするのであるなら、教育助手のような形で、教える側の勉学をさせてもいいかも
しれない。 丿46
）森、前掲資料（1)。 ＋47
）ソフトの著作権保護の体制を確立する必要があろ ‰ そのための方法としては、ハードウェアと組み合わ
す方法、パスワードによる方法、使用期限を限定する方法、等、多く開発されている。48
）論者が他の教員の成績データを提供してもらい分析した結果は次の研究ノートに記載されている。
森、前掲資料（3）。(1997
年2 月5 日受理）
